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今年は、荒川流域に甚大な被害をもたらした昭和４２年の

「羽越水害」から５０年目の節目の年を迎えます。 

本シンポジウムは「羽越水害の経験に学び、これらかの防

災を共に考える」をテーマに、羽越水害とその後の防災を振

り返るとともに、次世代を担う若者に教訓をどう語り継いで

いくかについて、防災関係者や教育関係者、流域の方々と一

緒に考えることを目的に開催いたします。 

記 

日 時：平成29年8月26日（土）13:20～16:30（12:30会場） 

場 所：村上市民ふれあいセンター「大ホール」（別紙１） 

     （村上市岩船3270番地） 

 

 

   

  

 

 

※大ホール入り口の報道受付にて受付をお願いします。（別紙３） 

同時発表記者クラブ  問い合わせ先 

新潟県政記者クラブ   山形新聞社 

新潟日報（村上支局）  庄内日報社 

村上新聞社       山形新聞（長井支社） 

いわふね新聞社 

その他専門紙  

国土交通省 北陸地方整備局 

羽越河川国道事務所 

 副所長（河川）：武藤和明 

 調査課長   ：近藤栄一 

TEL：0254-62-3２11(代) 

羽越水害５０年記念シンポジウムを開催します 
    ～羽越水害の経験に学び、これからの防災を共に考える～   

羽越水害 50 年記念事業（荒川水系）実行委員長（平田大六 関川村長）の

ぶら下がり取材を 16:35 分頃から予定しております。 
※ぶら下がり取材希望の場合は、事前に申し込み下さい（別紙２） 
※ぶら下がり取材の詳細は、報道受付にてお知らせします。 



 

別紙１ 会場位置図 



（別紙２） 

 取 材 申 込 書  
 

 

ぶら下がり取材を希望される方は、事前にご登録をお願いします。 

FAX 送信期限：平成２９年８月２５日（金）１２：００まで 

FAX 送付先：国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所 調査課 

FAX 番号：０２５４－６２－１４１１ 

 

◆報道機関名 

 

                                           

◆取 材 者 
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２）                                      

 

 

 



◇　村上市民ふれあいセンター「大ホール」配置図　◇

報道受付

別紙３ ◇ 羽越水害50年記念シンポジウム 会場案内図 （受付位置図） ◇

東駐車場

報道関係者

駐車枠

会場入口



主催 

平成 
29年 

羽越水害50年記念シンポジウム 
～羽越水害の経験に学び、これからの防災を共に考える～ 

 昭和42年8月28日、死者行方不明者74名、国道や鉄道などの交通網の途絶、家屋の流出、田畑への土砂堆積

など荒川流域全体に壊滅的な被害をもたらした「羽越水害」が発生しました。 

羽越水害から50年が経過し、その間、各種の防災対策が進み人々の防災に関する意識が薄れて来ています。 

 一方、近年は気候変動が激化し、ゲリラ豪雨の発生など災害の危機性は増しており、日頃からの備えや身を守るた

めに迅速な情報収集が必要となっています。 

  本シンポジウムは、『羽越水害の経験に学び、これからの防災を共に考える』をテーマに、羽越水害とその後の防災を

振り返るとともに、次世代を担う若者に教訓をどう語り継いでいくかについて、防災関係者や教育関係者、流域の方々

と一緒に考えることを目的に実施します。 

羽越水害から50年 

日時 

会場 

8月26日 
13:20～16:30 
（12:30開場） 

村上市民ふれあいセンター「大ホール」 
（新潟県村上市岩船3270番地） 

▶吹奏楽演奏(13:20） 
   演奏：関川中学校（関川村）・岩船中学校（村上市） 
       ・神納中学校（村上市）・山北中学校（村上市） 

▶開会(13:40） 

▶絵画コンクール・フォトコンテスト表彰式(13:50) 

▶講 演(14:00) 
  演題：「特別警報と気象災害への備え」   

  講師：天達 武史（気象予報士） 

▶パネルディスカッション(14:50) 
 『羽越水害の経験に学び、これからの防災を共に考える』 

  パネリスト：平田大六（関川村長） 

 高橋邦芳（村上市長） 

 遠藤友春（村上市教育長） 

 長島あさこ（防災士ママタレント） 

  コーディネーター：高橋直子（新潟日報社 論説編集委員） 

▶未来を担う世代の宣言(16:10) 
   発表：砂山小学校（村上市）、平林小学校（村上市）、 

 関川小学校（関川村） 

▶閉会(16:30) 

参加 無料 

講師：天達 武史氏 
昭和50年4月生まれ。神奈川県出身。
気象予報士になる前はデザイン系の
専門学校を卒業後、ファミリーレストラ
ンで9年間勤めていた。平成14年に
気象予報士試験に合格。資格取得
後、民間気象会社に転職する。フジ
テレビ系列「情報プレゼンターとくダ
ネ！」の天気担当として出演中。 
愛称は、「天」気の「達」人と書いて
「アマ・タツ」。 

土 

プログラム ※本シンポジウムは(一社)建設コンサルタンツ協会のCPD継続教育プログラムです。 

語 り 継 げ ！ 羽 越 水 害 子 に 孫 に 

主催 羽越水害50年記念事業（荒川水系）実行委員会 
村上市、胎内市、関川村、小国町、新潟県村上地域振興局地域整備部・農林振興部、新発田地域振興局地域整備部、山形県置賜総合支庁建設部、 
国土交通省北陸地方整備局羽越河川国道事務所、飯豊山系砂防事務所、東北地方整備局山形河川国道事務所、新発田地域広域事務組合消防本部、 
荒川沿岸土地改良区、東北電力㈱、荒川水力電気㈱、赤芝水力発電㈱、新潟日報社 

協賛 

後援 

羽越水害50年記念事業（荒川水系）実行委員会 事務局（国土交通省 北陸地方整備局 羽越河川国道事務所 調査課） 
〒959-3196 新潟県村上市藤沢27-1 TEL:0254-62-6038 FAX:0254-62-1411  

【問い合わせ】 

(一社)北陸地域づくり協会 

毎日新聞新潟支局、読売新聞新潟支局、朝日新聞新潟総局、日本経済新聞社新潟支局、産経新聞新潟支局 、㈱村上新聞社、㈲いわふね新聞社、山形新聞・山形放送、 
ＮＨＫ新潟放送局、ＢＳＮ新潟放送、Ｎ Ｓ Ｔ、ＴeＮＹテレビ新潟、ＵＸ新潟テレビ２１、テレビユー山形、㈱山形テレビ、さくらんぼテレビ、村上市教育委員会、胎内市教育委員会、 
関川村教育委員会、小国町教育委員会、村上岩船ロータリークラブ、置賜森林管理署、関東森林管理局下越森林管理署・村上支署、東日本旅客鉄道(株）新潟支社 
荒川郷総合開発促進協議会、飯豊山系砂防促進協議会、井の下土地改良区、関川村土地改良区、荒川漁業協同組合、荒川サケ有効利用調査委員会、小国町漁業協同組合、 
村上商工会議所、荒川商工会、神林商工会、関川村商工会、中条町商工会、黒川商工会、小国町商工会、(一社)いわふね青年会議所、 「清流」荒川を考える流域ワークショップ 【順不同】 
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① ②③④ 
村上市ふれあいセンター 

⑥ 

⑤ 

⑦⑧ 

P 

⑦ちびっこ制服 
撮影コーナー 

 
消防士になって 

記念写真を撮ろう！ 

⑤災害体験コーナー  

地震を体験したり、土石流が 
起こる様子を学習しよう 
 
●地震体験車 
●土石流模型実験 

⑥防災楽習迷路 

防災にまつわるクイズに 
答えながら迷路を攻略しよう！

クリアできたら粗品を 
プレゼント♪ 

②羽越水害巡回パネル展 

③絵画コンクール、フォトコンテスト  入賞作品展示 ①羽越水害50年記念シンポジウム 

⑧災害対策車両展示 

災害時に活躍する 
“はたらくくるま” 

●はしご車 ●工作車 
●照明車 ●排水ポンプ車 

◇◆ 開場時間 ◆◇ 
10:00～17:00 

 

展示パネル 展示パネル 

④物産展・防災用品展示販売 

●荒川流域の特産品 

●災害時に役立つ 
 防災用品など 

 「夢中」  
松沢 淳一 氏 

「ギネス大蛇、川を渡る」 
井川 康徳 氏 

「紅葉の大石ダム」 
上杉 正春 氏 

「玉川のきれいな流れ」 
渡辺 隆 氏 

村上市立金屋小学校 

遠山 隼斗 さん 

村上市立金屋小学校 

髙橋 美海 さん 

村上市立保内小学校 

一ノ瀬 貴斗 さん 

村上市立保内小学校 

寺社 光惺 さん 

村上市立保内小学校 

田村 駿介 さん 

小国町立小国小学校 

中村 美晴 さん 

小国町立小国小学校 

井上 達貴 さん 

小国町立小国小学校 

遠藤 風吹 さん 

小国町立小国小学校 

伊藤 陽彩 さん 

小国町立小国小学校 

木村 蒼太 さん 

最優秀賞 優秀賞 特別賞 特別賞 

絵画コンクール入賞作品（特選） 

フォトコンテスト入賞作品 
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